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小学生を対象にした「考える」が生まれる体育用プログラム(オノタケ式)の実践 

～指導経験の少ない指導者での指導成果の検証～ 

 

下嶽進一郎 千葉商科大学体育センター 

1、はじめに 

今回の研究で用いた指導内容(オノタケ式)の特徴は、タグラグビー固有の技術に囚われないこと、ゲーム

を中心に展開することにある。また、指導内容においては、子どもらが自ら考えて体感した情報を共有する

機会(チームトーク)に着目した展開を行い、ボールを持たない動きに着目しているところにある。種目固有

の技術に囚われない動きとしては、全ての方向へパスができること、多方向にゴールを設けることなどがあ

り(表 2)、指導内容において技術種目の指導時間を設けないことも挙げられる。また、学習の進捗に応じゴ

ールの大きさや、配置、回数などの条件を変更し制限を加えることで発展させることが可能である点に独自

性がある。 

そして、オノタケ式では指導者や学習者が短時間でゲームのルールを理解しやすいよう工夫されているこ

とから直ぐにゲームを行うことができることから、他種目に比べ技術による個人差が少ない学習者間で足並

みを揃えた状態から開始することも実現できるため、予備研究で行った心拍数のデータからは学習者の運動

量に差がないほど、必然的に空間を動き回ることを叶えていることが確認できた。また、学習課題として多

くあげられている、空いているスペースに対する認識の獲得に関しては、技術指導ではなくチームトークに

よる振返りの頻度を多く設ける指導形式のみでの成果を今回の検証項目とした。 

ゴール型ゲームの指導に関して学習指導要領に示される 6 年間を通じた学習の系統性について考えると、

各種目の基本的なボール操作の指導だけではなく、むしろボールを持たない時の動きの方が全てのゴール型

種目に共通し、つながることは歴然である。しかし、ボール操作とゲームに重点が置かれることが多いよう

に思われる。そのため、本プログラムは、ゴール型ゲームに共通した側面から学習が開始され、技術指導を

行わない方略をとる点では、十分に系統的指導を叶える内容であるということができる。また、中学年を対

象にした意義は体育授業における種目のバラエティの増加につながることも期待でき、教えやすさという点

においては、運動経験や指導歴の浅い指導者でも授業種目として採用しやすいものであると考えることがで

きる。 

体育授業の種目としてボールゲームに属するタグラグビーを採用した場合の問題点として、獲得させたい

能力であるボールを持たない動きに着目した指導は成れておらず、ルールや動き方の理解に時間が割かれ、

ゲームを楽しむという地点まで引き上げることが難しいことが指摘できる。また、技能の指導を直接行うの

ではなくチームトークを通じて間接的に行う方法で知識の獲得を得られたという事例報告はほとんどされて

いない。 

そこで、日本トップレベルのリーグに属した経験者であるが指導歴の浅い指導者にオノタケ式ボールゲー

ムのプログラムを実施してもらい、ゲームと自ら考えることを中心にした指導内容の有効性について検討し

ていく。 

 

２、方法 

⑴ 対象者 江戸川区在住でラグビースクールに通う小学生   

⑵ 日時  2019年1月19日、26日 

⑶ 指導時間 45分4回 

⑷ 場所  江戸川第三グランド 

⑸ 分析  形成的授業評価(高橋，2000)、学習カードの記述(自由) 

⑹ 指導計画と内容 

w-upは、下位教材となることを目的にゲーム性ある種目で行った。展開は、2～5分間のゲームとチーム

トークを中心に進行した(図1)。 
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図2 ゲーム中に観察された子どもによるコミュニケーション活動の発生段階

 

3結果 考察

3-1 形成的授業評価による指導内容の成果
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